
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

横浜市立大学は、横浜ワールドポーターズ（株式会社横浜インポートマート）と共同で学生が企画・デザ

インした「横浜歴史トランプ」と「マスキングテープ」を期間・個数を限定して試行販売します。 

この活動は、新港地区の魅力を高めエリアを活性化することを目的に、本学の教員地域貢献活動支援事業

（協働型）※１として中條祐介教授※２（国際総合科学部経営科学系）とそのゼミ学生が３か年計画で、株式会

社横浜インポートマートと協働で取り組む「新港地区発ヨコハマ“もの”＆“コト”の共同開発※３」プロジ

ェクトの一環です。 

今回、試行販売する「横浜歴史トランプ」「マスキングテープ」の２アイテムは、プロジェクトのコンセプ

トである新港地区の今と昔を繋ぐ「歴史承継」をモチーフにしています。学生が中心となってデザイン、資

料収集、撮影、写真の使用許可申請など制作活動を行い、多くの人に新港地区の歴史を知ってもらうため、

商品化・試行販売に至りました。今まで知らなかった横浜を知り、より横浜を誇らしく思えるきっかけにし

たいという想いを商品という形にしました。ファミリー層、特に小学生に手に取ってもらい横浜の歴史を遊

びながら学んでもらえるものにするため、「横浜」を象徴する風景を中心にデザインされています。 

 

【概要】 

１ 販売期間 平成 31年３月 13日（水）～ ３月 31日（日） 

２ 販売場所 横浜ワールドポーターズ（横浜市中区新港２-２-１）１階 

「GOODIES YOKOHAMA（グディーズヨコハマ）」（営業時間 10:30-21:00） 

３ 商品について 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

【取材をご希望の方は下記お問い合わせ先までご連絡ください】 

お問い合わせ先 

企画財務課担当課長  倉本 裕義   Tel 045-787-2405 

公 立 大 学 法 人 横 浜 市 立 大 学 記 者 発 表 資 料 

平成 31 年 3 月 14 日 
企 画 財 務 課 

横浜市立大学×横浜ワールドポーターズ協働プロジェクト 

学生考案の「横浜」を遊んで学ぶ商品を試行販売 

・販売価格 
１個 
８２６円（税別） 

 
・販売個数 
120個 

・販売価格 
３個１セット 
６８０円（税別） 

 
・販売セット数 
100セット 

 

「横浜の軌跡」「赤レンガ模様」「“横浜”イラスト文字」 

の３デザイン。 

横浜歴史トランプ 

 

横浜を代表する作家「大佛次郎」、実業家「早矢仕有的」、

貨客船「氷川丸」など偉人、建造物、風景を一枚一枚に

デザイン。横浜にまつわる歴史を学べるトランプ。 

マスキングテープ 

Instagram（sekainowapokun）で横浜ワールドポーターズ、みなとみらい周辺の魅力を発信中！ 

https://www.instagram.com/sekainowapokun/


 

 

 

 参考  

※１ 教員地域貢献活動支援事業（協働型） 

横浜市立大学の教員の専門性や大学が持つ「知」のリソースを活かしながら、自治体・企業等から提案

される地域課題を、調査・研究・社会実験等の活動を通じて協働で解決する事業。 

 
※２ 中條 祐介（なかじょう ゆうすけ） 教授 プロフィール 

横浜市立大学国際総合科学部長。公認会計士試験、証券アナリスト検定試験の試験委員を歴任。受賞歴

に、NOMURA Award（平成 23年３月）受賞、日本会計研究学会・学会賞（平成 24年８月）。現在、日本会計

研究学会理事、日本インベスター・リレーションズ学会副会長、日本ディスクロージャー研究学会副会長

など。 

 
※３ 新港地区発ヨコハマ“もの”＆“コト”の共同開発 

  新港地区の中核施設である横浜ワールドポーターズ（ＹＷＰ）のさらなる情報発信力と求心力を高める

ことを目的に、学生視点による新港地区の潜在的な魅力の掘り起こしや、来街者へ向けた魅力的な“コト”

の発信と“もの”づくりを行う。 

３か年計画の２年目となる平成 30 年度は、新港地区の歴史的な経緯や顧客ニーズ等をはじめとする多

面的な調査を実施し、新港地区の集客力・求心力を高める“コト”企画の実施と、新港地区の魅力を高め

る“もの”の開発に向けた検討を行う。 

 
中條ゼミナール 

平成 30年度は 39名のゼミ生が在籍（内訳：4年生 12名、3年生 14名、2年生 13名）。 

プロジェクトには、統括リーダー、イベントチーム、商品開発チームに分かれて取り組んでいる。 

 
活動の経緯および今後の予定 

 平成 29年度 商品開発のための市場調査 

・クリスマスワークショップの実施 

平成 30年度 提携先リストアップ、商品案を具体化 

  ・クリスマスワークショップの実施 

・モザイクアート展示 

・開発商品の試行販売 

平成 31年度 開発商品の販売、スタンプラリーの開催、クリスマスワークショップの開催（予定） 

 

モザイクアートの写真撮影をしたゼミ生 

クリスマスワークショップの様子 トランプのパッキングをする学生 

今年度展示したモザイクアート 

学生が作成したポップ 


